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問題と目的
社会的スキルとは、対人関係において、お互いのメ
ッセージを適切に送受信することによって達成される
学習可能な適応能力のことである。この社会的スキル
を磨くということは、対人関係を円滑にすることであ
り、適応的な生き方をするために不可欠である。そこ
で、もっとも中心となるのは、対人コミュニケーショ
ンである。心の内部にメッセージが生じただけでは、
それは相手には伝わらないので、伝えたいメッセージ
を特定の言葉や非言語的コミュニケーション(ジェス
チャー、視線、距離の取り方、衣服など)に記号化す
る。これを特定のコミュニケーション・チャンネルに
のせて、相手に発信する。そうすると、それを適切に
受け取ることのできた相手はチャンネルに表れた行動
を解釈(解読)する。この循環過程が対人コミュニケー
ションなのであり、適応的な対人関係の基礎をなすも
のである。
メッセージを適切に記号化できる人は、一般に他の
人のメッセージを解読する能力も高い。すなわち、メ
ッセージを適切に送信する人は、うまく相手のメッセ
ージを読みとることもできる。社会的スキルの特徴と
して、⑴目標指向的、⑵複数の行動、⑶時系列の構成、
⑷具体的な状況と結びつき、⑸明瞭な行動単位による
階層的構造、⑹学習可能である、⑺認知的に統制可能
などが挙げられている(大坊、2005)。
コミュニケーション・スキルとは、個々の状況にお
いて適切な対人関係を形成・維持するための社会的な
能力、すなわち狭義の社会的スキルということになる。
このスキルという多義的な概念は、⑴文化・社会への
適応において必要な能力であるストラテジー、⑵対人
関係に主眼がおかれた社会性に関わる能力であるソー
シャル・スキル、⑶言語・非言語による直接的コミュ
ニケーションを適切に行う能力であるコミュニケーシ
ョン・スキルに分類される。そこではコミュニケーシ
ョン・スキルを基礎とし、その上位にソーシャル・ス
キル、さらに上位にストラテジーが位置するという階
層構造が仮定されている。また、これらのスキルは、
そのレベルに応じて文化や社会に通用する汎用的な能
力か、それとも特有の状況に対する具体的な能力かと
いう違いがあるいう(藤本・大坊、2007)。
一方、近年、我が国においては少子化と核家族化が
進み、急激に人間関係は希薄化している。物が溢れて
いる反面、子どもたちの対人関係能力やソーシャル・
スキルを育むことが困難になってきたのである。不登
校、引きこもり、いじめ等の増加に歯止めがかからず、
家庭内でさえ個室化し、地域社会ではお互いを知らず
孤独である。親の養育力は低下に伴い、養育態度は二
極化して、放任または過保護・過干渉といった養育態
度が問題となっている(大鷹・菅原・熊谷、2009)。
親子関係の研究はレヴィの親が子に与える要因の研
究を出発点とし、1970年代以降の「母子相互関係」「母
子関係」から「父子関係」研究を経て「親としての発
達」研究、そして「生涯発達」概念へと変遷してきた。
しかしながら、青年期以降、成人期を含めて、心の変
容についての臨床・実証研究はわずかであるという。
このように親を対象とした「親から子、および親子相
互作用」といった「親性」研究は、成人期における親
子研究の主流である。逆に、数少ない親子関係研究は、
「母子相互作用」「家族システム」「親の多重役割」「養
育意識」「親の人生展望」「家族の個人化」「子を産む理
由」「育児不安・育児ストレス」「母親意識」「父親意識」
「夫婦関係」といったテーマに大別されている(戸田、
2009)。
大鷹・菅原・熊谷(2009)は、母子関係と子どものソ
ーシャル・スキル発達の阻害要因について、中学生と
大学生を対象に調査を行ったが、中学生では子どもの
損害回避傾向の高さと、母親の拒否的で厳格な養育態
度に関連があるという。こどもが拒否的に育てられた
と認識している場合は、ソーシャル・スキルが低いと
予想されるのである。また親だけではなく、子どもに
影響を与える存在がきょうだい関係である。岡崎・杉
井(2004)の高校生を対象に行った調査では、きょうだ
いの関係性が信頼し受容し合う関係か、あるいは対等
な関係であれば、より多くのソーシャル・スキルを獲
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On social skills and communication skills of university students
 
The influence of parent-child relations and the effect on adolescent development tasks
池 田 雄 哉
Yuya IKEDA
(和歌山大学教育学研究科18期生)
菅 千 索
Sensaku SUGA
(和歌山大学教育学部心理学教室)
2012年９月18日受理
大学生の社会的スキルとコミュニケーション・スキルについて
―107―
得していることがが明らかになり、特に女子ではきょ
うだい間が分離的であればソーシャル・スキルが低く
なるという結果になった。つまり、きょうだいとの調
和的な関係が、青年のソーシャル・スキルの獲得や自
尊感情の高低に影響を与えていることになる。
これまでの小学生や中学生を対象にした養育態度と
ソーシャル・スキルの研究では、母親の拒否的な養育
態度は、子どものソーシャル・スキルの獲得を低下さ
せると報告されている(戸ヶ崎・坂野、1997)。社会的
スキルと親との養育態度の関連性については、その大
半は児童を対象にしたものであり、青年期を対象とし
た研究はほとんどみあたらない。これは親子関係が直
接的な関係にあるのは児童期まであって、青年期は親
離れの時期であり、その段階でのパーソナリティへの
影響は、親以外の要因によるところが大きいと考えら
れているためである(松元、1997)。青年期のソーシャ
ル・スキルについて、杉浦・杉浦・杉浦(2007)は親の
養育態度が大学生のソーシャルスキルに及ぼす影響に
ついて、大学生を対象に調査を行った結果、青年期の
ソーシャル・スキルの高さには、特に主たる養育者で
ある母親の養育態度が大きな影響力をもっており、父
親の養育態度は間接的に影響していることが明らかに
なっている。また、好ましい養育態度をもつ父親と母
親において、夫婦関係が良好で、よくコミュニケーシ
ョンのとれた温かい家庭は、ソーシャル・スキルの獲
得を高めるという結果が得られている。このことから
社会的スキルは幼少期から獲得され、獲得したスキル
を用いて家族以外の対人関係を経験し、実際の他者と
の交わりを通して社会的スキルを修正・変化させさせ
ているのである。その結果、さまざまな人たちと適切
に交流し、効果的なコミュニケーションを保つための
能力である社会的スキルが獲得できるのであろう。ゆ
えに、青年期にもっている社会的スキルの基盤は幼少
期にあり、親の養育態度の影響を大きく受けていると
考えられる。
学校適応と社会的スキルに関して、浅川・東・古川
(2000)が中・高生を対象に行った研究では、中・高生
が感じている社会的スキルの必要性と、彼らの学校適
応感のあいだには、中程度の正の相関がみられ、両者
の関連が認められている。人間関係を円滑に運ぶよう
なスキルを身につける必要性を感じている生徒ほど、
学校生活も充実したものと感じているのである。もと
もと社会的スキルは、好ましい人間関係を築いたり維
持していくことに用いられるものだとすれば、より適
応的な個人ほど、その適応感を維持していくために、
社会的スキルの重要性に対する認識が肯定的になるの
であろう。また、青年期後期のコミュニケーションに
関する研究において、畑野(2010)はコミュニケーショ
ンと自尊心、アイデンティティとの関連について大学
生を対象に調査を行ったが、コミュニケーションと自
尊心に弱い相関があり、対人関係において、自らの意
図を他者に伝えることができるという自信が、自らの
目指すべきものを明確にし、また社会での適応感と関
連しているという結果が得られている。
ところで適応とは、「個人と環境の関係」を示す概念
であり(福島、1989)、「個人と環境の調和」として定義
される。これに対して適応感とは、適応そのものを意
味する概念ではないが、個人の適応の１指標としてと
らえられものであり、適応感を規定するものは個人と
環境との主観的な関係であると考えられている。
青年期の学校適応は、対人関係を築く能力である社
会的スキルの視点から検討されることが多いという
(河村、2003)。そこでは社会的スキルが高いほど、学
校適応がよく、逆に社会的スキルが低いほど、学校適
応の問題を抱えやすいと考えられている。その結果、
学校適応の改善のためには、社会的スキルの獲得が必
要であるとされているのである。すなわち社会的スキ
ルの獲得は、学校への適応の問題における予防的援助
の方策として位置づけられており、社会的スキルの獲
得を狙いとするソーシャル・スキル・トレーニングは、
学校への適応の問題に対して予防的効果があると信じ
られている。この背景には社会的スキルの獲得は、将
来での適応につながるという前提があるが、その点に
ついての詳しい検討はなされていない(河村、2003)。
仮に、学校への適応の問題に対する社会的スキルの位
置づけが妥当であり、社会的スキルの獲得を狙いとす
るソーシャル・スキル・トレーニングに予防効果があ
るならば、社会的スキルは将来における適応を予測で
きることになる(大久保・青柳、2005)。
これまでの研究では、青年期以前に獲得するソーシ
ャル・スキルとコミュニケーション・スキルは、親の
養育態度が関連していること示されてきた。そこでは
親が受容的な養育態度であると、子どものソーシャ
ル・スキルやコミュニケーション・スキルも高くなる
という結果が報告されているが、多くはおもに小学生
や中学生に関する研究においてであった。そこで本研
究では、青年期にある大学生、短大生を対象としてソ
ーシャル・スキルとコミュニケーション・スキルが、
回想された養育態度と、どのような関係にあるか検討
する。
学校適応にソーシャル・スキルやコミュニケーショ
ン・スキルが関連しているのは、いままでの数多くの
研究で明らかになっているが、そこで議論されている
要因はさまざまである。友人関係をひとつの要因とし
て扱う研究もある。小学校では学級単位の行動が多く、
学校適応は学級に適応しているかどうかといっても過
言ではない。中学校や高校では小学校ほど学級適応は
重要ではないと考えられるが、文化祭や体育祭など、
学級単位の活動がないわけではない。では大学や短大
といった学校ではどのような形態になっているのだろ
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うか。いままでの学校生活と違って学級といった概念
はほぼ無いに等しく、自分で授業を選択し、単位を取
得する。授業によっては、まったく誰とも話すことな
く過ごすことは可能であろう。学業においては、小・
中・高校よりも大学や短期大学では、コミュニケーシ
ョン・スキルは必要とされないかもしれない、しかし、
学業のみが学校生活ではなく、部活やサークル、アル
バイトなど、いろいろなところでソーシャルスキルは
必要不可欠である。
そこで本研究では、大学生および短期大学生を対象
として、最初に年少期における親子関係(親の養育態
度)が、青年期におけるソーシャル・スキルやコミュニ
ケーション・スキルの高低とどのような関係にあるか
について検討する。つぎに、その青年期におけるソー
シャル・スキルやコミュニケーション・スキルの高低
が、青年期の発達課題であるアイデンティティ(自我同
一性)の獲得や学校という環境への適応感、さらに自尊
感情とどのような関係にあるかについて検討する。
方法
被験者：
大学生130名(教育系・工学系)、短大生99名(保育
系)、合計229名であり、その内訳を表１に示す。
質問紙：
⑴親子関係診断尺度(EICA)
辻岡・山本(1976、1978)によって開発されたもので、
EICAと略記されることが多い。親子関係テスト(Children’s
 
Reports of Parental Behavior Inventory)の260項
目を翻訳したものを出発項目として、因子的真実性の
原理によって項目分析を行い、最終的に各下位尺度が
10項目からなる合計40項目で尺度が構成された。小・
中高生を中心とした親の養育態度を調べる質問紙であ
るが、年齢層を大学生に拡大して、回想によって施行
することは可能であると判断した。回答は３件法で、
１次因子尺度が「情緒的支持(ES)」「同一化(ID)」「統
制(CO)」「自立性(AU)」、２次因子尺度が受容性(AO)
対 拒否性(RE)(ここでは「受容性」と表記する)、統制
性(CO)対 自律性(AU)(同「統制性」)である(辻岡、
1978)。
⑵アイデンティティ尺度
日本の大学生の「モラトリアム心理」とアイデンテ
ィティの確立度との関連を検討するため下山(1992)に
よって開発された。４件法で「アイデンティティの確
立(ここでは「確立」と表記する)」尺度10項目と、「ア
イデンティティの基礎(同「基礎」)」尺度10項目からな
る。対象は、開発の目的に照らせば大学生ということ
になるが、思春期から成人期以降にまで広く使用が可
能な尺度であろう。
⑶多次元自我同一性尺度
多次元的に同一性感覚を測定する自我同一性尺度で
あり、谷(1997a、1997b、1998、2001)によって開発さ
れた。谷によれば、従来の尺度には、エリクソンの記
述との対応関係が明確でないという問題があり、下位
概念の設定についても同じ問題が生じているという。
そこで、エリクソンの自我同一性の概念を忠実に再現
しようとして、精緻な手順で開発された尺度である。
標準化は大学生で行われているため、本研究でも利用
可能である。回答は７件法で下位尺度は自己斉一性・
連続性(ここでは「連続性」と表記する)、対自的同一
性(同「対自的」)、対他的同一性(同「対他的」)、心理
社会的同一性(同「心理社会的」)、および、これらの全
体(同「同一性合計」)からなる。
⑷KiSS-18
菊池(1998)が開発したもので、社会的スキルをどの
程度まで身につけているか測定する。社会的スキルと
は「対人関係を円滑にはこぶために役立つスキル(技
能)」と定義される。Goldstein, et al.(1986)は、若者
にとって必要な社会的スキルを大きく６種類に分類し
た。すなわち、①初歩的なスキル、②高度なスキル、
③感情処理のスキル、④攻撃に代わるスキル、⑤スト
レスを処理するスキル、⑥計画のスキルである。この
分類にもとづいてGoldstein, et al.が作成したスキ
ルのリストにもとづくものである。18項目からなる５
件法で、下位尺度はなく合計点だけが算出される。
⑸コミュニケーション・スキル尺度(ENDCOREs)
言語および非言語による直接的なコミュニケーショ
ンを適切に行う技術であるコミュニケーション・スキ
ルを測定する尺度で、藤本・大坊(2007)によって作成
されている。具体的には、コミュニケーション・スキ
ルを構成する「自己統制」「表現力」「解読力」「自己主
張」「他者受容」「関係調整」という６つの下位スキル
が測定される。前者の３尺度(「自己統制」「表現力」「解
読力」)は基本スキル、後者の３尺度(「自己主張」「他者
受容」「関係調整」)は対人スキルにそれぞれ分類され、
基本スキルよりも対人スキルの方がより高次なコミュ
ニケーション・スキルとして位置づけられている。７
件法で、下位尺度はそれぞれ４項目からなる。
⑹青年用適応感尺度
青年の適応感を個人－環境の適合性の視点から測定
表１ 被験者数の内訳
大学生の社会的スキルとコミュニケーション・スキルについて
―109―
する尺度であり大久保(2005)によって開発された。本
尺度の測定する適応感とは「個人が環境と適合してい
ると意識していること」である。対象は青年期全体で
ある。30項目からなる５件法で、下位尺度は居心地の
良さの感覚(ここでは「居心地のよさ」と表記する)、
課題・目的の存在(同「課題」)、被信頼感・受容感(同
「被信頼感」)、劣等感のなさ(同「劣等感のなさ」)であ
る。
⑺自尊感情尺度
自尊感情とは、自己の能力や価値に関する評価的な
感情または感覚をさす。本研究で使用するのは、
Rosenberg(1965)により作成された自尊感情尺度をも
とにした山本・松井・山成(1982)の邦訳版である。10
項目からなる５件法で、合計点だけが算出される。
手続き：
調査時期は10月末で、大学別に集団式で授業中に行
った。最初に研究への協力依頼およびプライバシー関
連等の一般的な説明を行った後、フェイスシートを含
めて９枚の質問紙を配り、それぞれに質問紙への回答
に関する教示や注意事項をまとめて述べた上で回答し
てもらった、制限時間は課さなかったが、実際の所要
時間は約30分であった。また質問紙はカウンターバラ
ンスをとるため、４パターン作成した。
結果と考察
本研究で使用した各尺度の平均と標準偏差を表２に
示す。
１．親子関係診断尺度とKiSS-18およびコミュニケー
ション・スキル尺度の相関分析
親子関係診断尺度とKiSS-18およびコミュニケーシ
ョン・スキル尺度との相関係数を表３に示す。
まず、親子関係診断尺度とKiSS-18についてみると、
「同一化」で有意な傾向の相関、「情緒的支持」「受容
性」「統制性」で有意な相関がみられたが、相関係数の
絶対値は低く、親の養育態度とソーシャル・スキルに
関連は認められなかった。
つぎに、親子関係診断尺度とコミュニケーション・
スキル尺度との相関係数をみると、「同一化」と「表現
力」に有意な傾向の相関、「同一化と「自己主張」、「情
緒的支持」と「表現力」「解読力」「他者受容」「関係調
整」、また「受容性」は「自己統制」以外のすべての下
位尺度と有意な相関があった。絶対値はあまり大きく
はないが、「情緒的支持」および「受容性」と「表現力」
に関連があり、親の養育態度を受容的に感じており、
また情緒的な支持が高いと、表現する力も高くなる傾
向があると考えられる。
表２ 各測定変数の平均値(上段)と標準偏差(下段)
表３ 親子関係診断尺度とKiSS-18およびコミュニケーション・スキル尺度の相関係数
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２．アイデンティティ尺度、多次元自我同一性、青年
適応感尺度、自尊感情尺度とKiSS-18およびコミュニ
ケーション・スキル尺度の相関分析
アイデンティティ尺度、多次元自我同一性、青年適
応感尺度、自尊感情尺度とKiSS-18およびコミュニケ
ーション・スキル尺度との相関係数を表４に示す。
まず、アイデンティティ尺度、多次元自我同一性、
青年適応感尺度、自尊感情尺度とKiSS-18との関連に
ついてみると、アイデンティティ尺度の「確立」と「基
礎」に負の有意な相関、また多次元自我同一性尺度、
青年適応感尺度、自尊感情尺度はすべての下位尺度と
それぞれ正の有意な相関があった。アイデンティティ
尺度と多次元自我同一性尺度はどの下位尺度とも相関
が高く、また青年適応感尺度は「被信頼感」および自
尊感情尺度とも比較的強い関連が認められた。
つぎに、アイデンティティ尺度、多次元自我同一性
尺度、青年適応感尺度、自尊感情尺度とコミュニケー
ション・スキル尺度との関連についてみると、アイデ
ンティティ尺度の「確立」と「基礎」に負の有意な相
関があった。また青年適応感尺度の「被信頼感」と他
者受容以外のすべての下位尺度、多次元自我同一性尺
度のすべての下位尺度と同一性合計、自尊感情尺度に
それぞれ正の有意な相関があった。絶対値は高くない
ものの青年適応感尺度の「被信頼感」と「他者受容」
以外のすべての下位尺度に相関があり、また絶対値が
高いものは、アイデンティティ尺度の「確立」とコミ
ュニケーション・スキル尺度の「自己主張」、多次元自
我同一性尺度の「連続性」と「表現力」、自尊感情尺度
あった。
３．親子関係診断尺度とKiSS-18およびコミュニケー
ション・スキル尺度の重回帰分析
これらの変数間での複合的な相関関係を明らかにす
るために、KiSS-18およびコミュニケーション・スキル
尺度の各下位尺度を目的変数、親子関係診断尺度を独
立変数とする重回帰分析を行った。ただし、１次因子
尺度の和として求められる２次因子尺度の「受容性」
と「統制性」は独立変数に含めていない。分析した結
果、重相関係数が有意であったものを表５に示す。
KiSS-18およびコミュニケーション・スキル尺度の
「表現力」「解読力」「他者受容」「関係調整」において
表４ アイデンティティ尺度・多次元自我同一性尺度・青年適応感尺度・自尊感情尺度とKiSS
-18およびコミュニケーション・スキル尺度の相関係数
表５ KiSS-18とコミュニケーション・スキル尺度を目的変数、親子関係診断尺度を説明変数とする重回帰分析の結果
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は、また親子関係診断尺度の「情緒的支持」、コミュニ
ケーション・スキル尺度の「自己主張」においては、
親子関係診断尺度の「同一化」で標準偏回帰係数(β)が
有意であった。しかしながら、複数の標準偏回帰係数
が有意となるものはなかったため、相関係数による分
析結果を超えるものではないと判断される。
４．アイデンティティ尺度、多次元自我同一性尺度、
青年適応感尺度、自尊感情尺度とKiSS-18およびコミ
ュニケーション・スキル尺度の重回帰分析
アイデンティティ尺度、多次元自我同一性尺度、青
年適応感尺度の各下位尺度、自尊感情尺度を目的変数、
KiSS-18およびコミュニケーション・スキル尺度の各
下位尺度を独立変数とする重回帰分析を行った。その
結果、重相関係数が有意であったものを表６に示す。
アイデンティティ尺度の「確立」と「基礎」におい
ては、KiSS-18とコミュニケーション・スキル尺度の
「表現力」で標準偏回帰係数が有意で、係数はどちら
も負でKiSS-18の絶対値の方が高かった。
多次元自我同一性尺度の「連続性」においては、KiSS
-18とコミュニケーション・スキル尺度の「表現力」と
「他者受容」が有意で、係数はKiSS-18の絶対値は最
大、また「他者受容」は負であった。また「対自的」
においては、KiSS-18のみが有意、「対他的」において
は、KiSS-18、「表現力」「自己主張」が有意であり、や
はりKiSS-18の絶対値が最大、「自己主張」は負であっ
た。「心理社会的」においては、KiSS-18と「自己統制」
が有意であり、KiSS-18の方が高い数値となった。さら
に同一性合計においては、KiSS-18と「表現力」が有意
であり、KiSS-18の方が数値は高かった。
青年適応感尺度の「居心地のよさ」については、KiSS
-18とコミュニケーション・スキル尺度の「関係調整」
が有意で、KiSS-18の方が高い数値となった。「課題」
においては、KiSS-18と「解読力」が有意であり、KiSS
-18の方が数値は高かった。「被信頼感」においては、
KiSS-18と「他者受容」が有意であり、KiSS-18の方が
数値は高く、また「他者受容」は負であった。「劣等感
のなさ」においては、KiSS-18と「解読力」が有意であ
り、「解読力」の方が数値は高かった。
自尊感情尺度においては、「自己統制」と「自己主張」
が有意であり、「自己主張」の方が数値は高かった。以
上を整理すると以下のようなことがいえる。
アイデンティティ尺度の「確立」と「基礎」では、
KiSS-18と「表現力」で標準偏回帰係数はどちらも負で
あり、KiSS-18ならびに「表現力」の得点が低いほど、
アイデンティティ尺度の２つ下位尺度の得点が高くな
る傾向があるといえる。
多次元自我同一性尺度の「連続性」では、KiSS-18と
「表現力」は正、「他者受容」は負であり、KiSS-18な
らびに「表現力」の得点が高く、かつ「他者受容」の
得点が低いほど、「連続性」の得点は高くなる傾向があ
るといえる。「対他的」では、KiSS-18と「表現力」は
正、「自己主張」は負であり、KiSS-18ならびに「表現
力」が高く、かつ「自己主張」が低いほど、「対他的」
の得点は高くなる傾向があるといえる。「心理社会的」
では、KiSS-18と「自己統制」はどちらも正であり、
KiSS-18ならびに「自己統制」の得点が高いほど、「心
理社会的」の得点は高くなる傾向があるといえる。「同
一性合計」では、KiSS-18と「表現力」はどちらも正で
あり、KiSS-18ならびに「表現力」の得点が高くなるほ
ど、「同一性合計」の得点が高くなる傾向があるといえ
る。
青年適応感尺度の「居心地のよさ」では、KiSS-18と
「関係調整」はどちらも正であり、KiSS-18ならびに
「関係調整」の得点が高くなるほど、「居心地のよさ」
の得点は高くなる傾向があるといえる。「被信頼感」で
は、KiSS-18は正、「他者受容」は負であり、KiSS-18
の得点が高く、かつ他者受容の得点が低いほど、「被信
頼感」の得点は高くなる傾向があるといえる。「劣等感
表６ アイデンティティ尺度・多次元自我同一性尺度・青年適応感尺度・自尊感情尺度を目的変数、KiSS-18とコミュニケー
ション・スキル尺度を説明変数とする重回帰分析の結果
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のなさ」では、KiSS-18と「解読力」はどちらも正であ
り、KiSS-18ならびに「解読力」の得点が高くなるほ
ど、「劣等感のなさ」の得点も高くなる傾向があるとい
える。
自尊感情尺度では、「自己統制」と「自己主張」はど
ちらも正であり、「自己統制」と「自己主張」の得点が
高くなるほど、「自尊感情尺度」の得点も高くなる傾向
があるといえる。
まとめ
まず、親子関係診断尺度とKiSS-18についてみると、
相関係数の幾つかは有意であったが、絶対値は低かっ
たため、親の養育態度とソーシャル・スキルに関連は
ほとんどないと判断される。つぎに、親子関係診断尺
度とコミュニケーション・スキル尺度についてみると、
相関係数の絶対値はあまり高くはないものの、「情緒的
支持」および「受容性」と「表現力」とに関連があり、
養育態度を受容的に感じ、情緒的な支持が高いと、表
現する力も高くなると判断される。
アイデンティティ尺度、多次元自我同一性尺度、青
年適応感尺度、自尊感情尺度とKiSS-18について見た
場合、アイデンティティ尺度と多次元自我同一性尺度
は、どの下位尺度とも相関が高く、青年適応感尺度の
「被信頼感」および自尊感情尺度で比較的強い関連が
認められた。アイデンティティ尺度、多次元自我同一
性尺度、青年適応感尺度、自尊感情尺度とコミュニケ
ーション・スキル尺度との相関係数について見ると、
絶対値が高いものはアイデンティティ尺度の「確立」
と「自己主張」、多次元自我同一性尺度の「連続性」と
「表現力」、自尊感情尺度であり、ある程度の関連が見
られた。多次元自我同一性尺度の「連続性」と「表現
力」は、自分というものの時間的連続性をしっかり確
立していれば、人とのやりとりの中で表現力が高くな
ると解釈される。また自尊感情尺度と「自己主張」は、
自分をある程度価値ある人間と考えられれば、「自己主
張」もそれなりに可能であるといえる。KiSS-18はアイ
デンティティ尺度と多次元自我同一性尺度とも相関が
高く、自我同一性の発達には他者との関わりが必要で
ある推測される。青年適応感尺度との関連は「被信頼
感」において見られ、信頼を受けるのには他人との関
わりが不可欠である。
最後に、本研究では主たる養育者の養育態度を測定
するために、青年本人による回想を求めた。そのため
現在における主たる養育者との関係に影響されている
可能性があり、実際の過去の養育態度とは必ずしも一
致しない可能性が残る。今後は学生本人と養育者の双
方からの情報収集が必要であろう。
要約
本研究では、大学生130名、短大生99名に質問紙調査
を行い、最初に、ソーシャル・スキルとコミュニケー
ション・スキルが、親の養育態度とどのような関係に
あるか検討した。その結果、親の養育態度とソーシャ
ル・スキルおよびコミュニケーション・スキルの関連
は認められなかった。
つぎに、過去に獲得されたソーシャル・スキルとコ
ミュニケーション・スキルが、青年期の課題であるア
イデンティティの確立、所属学校への適応感、自尊感
情とどのようは関係にあるかのについて検討した。そ
の結果、ソーシャル・スキルとコミュニケーション・
スキルは、アイデンティティ尺度、多次元自我同一性、
青年適応感尺度、自尊感情尺度との相関が高かった。
ソーシャル・スキルとコミュニケーション・スキルが、
アイデンティティの発達、所属学校への適応感、自尊
感情に影響すると判断された。
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